
授業科目　［　保育原理　］ １年生　前期　選択必修
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子どもの人間関係の育ちを支える

保育者としてのかかわりについて

自分の考えを述べることができ

る。

保育の意義・目的や保育の基本を

十分に理解し、子どもの人間関係

の育ちを支える保育者としてのか

かわりについて自分の考えを論理

的に述べることができる。

保育の意義・目的や保育の基本を

おおむね理解し、保育者としての

かかわりについて自分の考えを述

べることができる。

保育の意義・目的や保育の基本の

理解が不十分であるものの、保育

者としてのかかわりについて自分

の考えをある程度述べることがで

きる。

保育の意義・目的や保育の基本の

理解が不十分であり、子どもの人

間関係の育ちを支える保育者とし

てのかかわりについて自分の考え

を述べることができない。

子どもの「個」の育ちを大切にし

たかかわりを考えることができ

る。

履修内容を十分に理解し、子ども

の「個」の育ちを大切にしたかか

わりを自分なりに考え、意見交換

することができる。

履修内容をおおむね理解し、子ど

もの「個」の育ちを大切にしたか

かわりを自分なりに考えることが

できる。

履修内容の理解が不十分であるも

のの、子どもの「個」の育ちを大

切にしたかかわりをある程度考え

ることができる。

履修内容の理解が不十分であり、

子どもの「個」の育ちを大切にし

たかかわりを考えることができな

い。

子どもの愛着・協同性を育むため

のかかわりについて話し合うこと

ができる。

子どもの愛着・協同性を育むため

のかかわりについて履修内容をも

とに自分なりに考え、積極的に話

し合うことができる。

履修内容をおおむね理解し、子ど

もの愛着・協同性を育むためのか

かわりについて自分なりの考えを

持ち、話し合いに参加することが

できる。

履修内容の理解が不十分であるも

のの、子どもの愛着・協同性を育

むためのかかわりについてある程

度自分なりの考えを持つことがで

きる。

履修内容の理解が不十分であり、

子どもの愛着・協同性を育むため

のかかわりについて自分なりの考

えを持つことができない。

課

題

授業内に課される課題への記述内

容

課題の内容を完全に理解し、記述

できるすべての項目に適切な内容

で答えることができている。

課題の内容をおおむね理解し、記

述できるすべての項目に適切な内

容で答えることができている。

課題の内容の理解は不十分である

が、記述できるすべての項目に答

えることができている。

課題の内容の理解が不十分であ

り、回答できていない項目があ

る。

知

識

・

理

解

内容・項目

到達目標：

子どもの人間関係の育ちを支える保育者としてのかかわりについて自分の考えを述べることができる。

子どもの「個」の育ちを大切にしたかかわりを考えることができる。

子どもの愛着・協同性を育むためのかかわりについて話し合うことができる。


